
鮨の瀧泉

皆様への感謝と閉店のごあいさつ

皆様におかれましては益々ご清祥のこととお喜び申しあげます。

さて、昭和 26年に「瀧泉」の屋号で開業させていただいて以来 62年の歳月が過ぎようと
しています。

先代からの稼業を引継ぎ、皆様には身に締まる御指導と心温まるご愛顧をいただき、今日ま

で続けさせていただきましたが、今年 10月 19日 をもちまして皆様に親しんでいただきまし

た「鮨の瀧泉」の暖簾を下ろすことにいたしました。

これまで「家業」の文字のとおり家族、兄弟で力を合わせてやってきましたがご承知のとおり、

2年前に弟でもある板前の打川周蔵が志半ばで他界、その後を任せられる者がなく鮨店の営業

が困難になりました。

長年にわたつての皆様のお力添えを考えると、本当に辛く迷いに迷つた決断でしたが、私達

夫婦もそれなりに年齢を重ね、仕事に疲れを感じるようになつた今が決断の時との思いにいた

り閉店することといたしました。

穂別の隆盛とともに店も活気を呈し多くの方々にご来店をいただき、楽しい思い出をいただ

きました。

そのどれもが、かけがいのない思い出ですので 62年間頑張った証しとして、大切にしまっ
ておきたいと思います。

閉店を決断し、あらためて店内を見渡し、古くなった壁やカウンターの傷などを眺めている

と、陽気に時には大騒ぎしながら楽しまれていたお客様など、たくさんの方々の顔が次々と浮

かんできて涙が止まりませんでした。

今は気持の整理もつき、顧みれば微力ながらも皆様に楽しんでいただき、また憩いの場とし

て使つていただいたことを誇りとし感謝の気持ちでいっぱいでございます。

私達はこれからも現所にて生活を続けてまいりますので、変わらぬご指導、そして旧にも

倍してのお付き合いのほどをあらためてお願いいたしたく存じます。

皆様への長年の感謝を込めて結ばせていただきます。

長い間、ありがとうございました。
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営業に使った瀬戸物などがたくさんございます。

10月 26日 から28日 の間に店に並べておきますので、ご入り用の方がおられましたら差しあげますので

お気軽にお越し下さい。 なお時間は10時から4時までの間とさせていただきますのでご承知おきください。


